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第 50 回静岡県児童生徒木工工作コンクール 

【応募要領】 

１．応募要件  下記６点についてご了承いただいたうえで、ご応募願います。 

１）募集の区分：静岡県内の小学校低学年（1～4年生）、小学校高学年（5～6年生）、 

中学校の 3 部とし、児童生徒の個人、グループ、または親子作品を 

対象とします。 

２）作品規格等：木材を主材料として利用・加工した創作品で、以下の各項を満たすこと。 

① 規格：１辺が 60cm 以下（縦・横・高さ・台を含め 60cm 以下） 

※  児童生徒が一人で持ち運びができるもの。 

※ 作品を展開した状態で 60cm 以下のもの。 

② 付記：親子作品は、作業風景の写真を「作品カード」に添付すること。 

３）出 品 点 数：1校につき 最大 6点を目安に、優秀作品を校内選考のうえ、出品願います。 

４）作品の出品･返還： 

        ① 作品の出品・返還における送料は、学校負担による宅配便となります。 

        ② 作品の送付については、搬送中の破損事故等を防ぐため、緩衝材の使用 

等、最善の梱包処置をお願いいたします。 

③ 破損しやすいと認められる作品のご応募はご遠慮願います。 

５）免 責 事 項：応募作品の取り扱いは十分注意いたしますが、下記ご了承願います。 

① 万一破損が発生した場合、本会にて補修等を試みます（審査会場に 

 届いた時点で破損していたものは除きます）が、完全に元通りには 

ならない場合もありますこと、ご了承願います。 

        ② 前記①、および作品の運搬等による破損・紛失等については、代償の 

支払い等を含め、いかなる責任も負うことはできません。 

６）個 人 情 報：応募者の個人情報は、下記の目的にのみ使用いたします。 

        ① 作品についての問い合わせ等本会からの連絡 

        ② 入賞者名簿への作品名、氏名、学年、学校名の表記 

         （報道機関を含む後援機関等への報告書に添付） 

        ③ 作品の返送 

２．端材提供窓口  https://www.s-mokuren.com/seisounen/application/ 

１）事前に電話連絡のうえ、お出かけください。 

２）当コンクールに応募される児童生徒の皆様に、木材の端材を提供するものです。 

３）樹種、サイズ等のご希望にお応えすることはできませんので、ご了承願います。 

 

 

※｢静岡県木材青壮年団体連合会 木工工作コンクール」で検索。 

 

 

https://www.s-mokuren.com/seisounen/application/
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３．応募の手順  https://www.s-mokuren.com/seisounen/application/ 

１）応募方法 

令和 7 年 10 月 10 日（金）までに 本会 HP「応募フォーム」よりお申込み願います。 

２）作品カードの貼付 

  本会HPより「作品カード」をダウンロードいただき、各作品に貼付をお願いします。 

 

４．作品の出品と返還  

恐れ入りますが、送料は参加校ご負担により、期日指定の宅配便にて送付願います。 

また、作品を会場に持ち込みされる方は、事前に事務局までお電話願います。 

 １）送 付 先：〒422-8067 静岡市駿河区南町14-25 エスパティオ９階 

静岡科学館る・く・る 企画展示室 木工工作コンクール審査会場 

 

２）受 入 日 時：令和 7年１0月 25日（土） ９：３０～１２：００（午前中 指定） 

        ※受入日時以外に到着した作品は、受け取ることができません。 

 

３）作品の返還：展示会終了後、下記①・②のどちらかの方法にて、作品を返還いたします。

①着払いの宅配便にて、参加校に返還。 

        ②展示会場まで直接、作品を引き取りにお越しいただく。 

                ・お引き取り日時：令和 7年 11月 1日（土）15：00～17：00（閉館まで） 

        ・お引き取り会場：る･く･る 9階 企画展示室 

        ・上記お引き取り日時内にお越しいただけない場合は、お持ち込みの際等に

事前にお引取り可能な日時を、審査会場にいるスタッフへご相談願います

（事前に 054-252-3168 宛、お電話でのご相談も受付ております。）

また、事前のご連絡がない場合については、所属の学校宛に着払いの宅急

便にて返還させていただきます。 

 

４）注 意 事 項：送付にあたり、緩衝材の使用等、最善の梱包処置をお願いいたします。 

 

５．審査の方法等  

 １）基   準：① アイディアに独創性があるか 

② 再現性・写実性に優れているか 

③ 木や自然素材の良さが適材の部位で表現されているか  

④ 国産材で概ね作っているか 

⑤ デザイン・機能性が優れているか 

２）審   査：主催者の委嘱する審査員が、上記１）の基準に基づき審査します。 

３）審査の結果：審査会終了後、速やかに所属学校長宛へ通知いたします。  

※｢静岡県木材青壮年団体連合会 木工工作コンクール」で検索。 

 

 

https://www.s-mokuren.com/seisounen/application/
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６．審査会・表彰式・作品展示会  

１）会 場   静岡科学館る・く・る 企画展示室等 

静岡市駿河区南町 14-25 エスパティオ９階 

※入館料：小・中学生 120円、大人 520円 

２）日 程 

① 審 査 会：令和 7年１0月 25日（土） 1３：００～１５：００ 

② 表 彰 式：令和 7年 11月 1日（土） １3：0０～１4：3０ 

③ 作品展示会：令和 7年 10月 26日（日）～11月 1日（土） ９：３０～１７：００ 

                                                   ※最終日１4：30まで 

④ ワークショップ：木材実験、木製小物づくりなど（数に限りがあります） 

          令和 7年 10月 26日（日） １０：００～１６：００ 

                        ※最終受付１５:００まで 

 

７．表彰および特典 （予定） 

１）表  彰：優秀作品に対し、以下の賞を各 1点授与します。 

①静岡県知事賞（最優秀賞）／②静岡県教育委員会教育長賞／③静岡県教育研究会長賞／ 

④審査委員長賞／⑤静岡市長賞／⑥静岡市教育長賞／⑦静岡県経済産業部長賞 

⑧静岡科学館長賞／⑨静岡県森林組合連合会長賞／⑩静岡県木材協同組合連合会長賞／ 

⑪NHK 静岡放送局長賞／⑫静岡新聞社・静岡放送賞／⑬中日新聞東海本社賞／ 

⑭テレビ静岡賞／⑮静岡朝日テレビ賞／⑯静岡第一テレビ賞／⑰Ｋ－ＭＩＸ賞／ 

⑱ＦＭ Haro賞／⑲日本木材青壮年団体連合会長賞／⑳静岡県木材青壮年団体連合会長賞 

２）特  典：① 全国コンクールへの出品（上記表彰作品の中から３点） 

② 参加賞（校内選考を通過した出品者全員） 

 

８．お問合わせ  

静岡県木材青壮年団体連合会（略称：県
けん

木
もく

青連
せいれん

） 

木工工作担当 ／ 岡島
おかじま

 甲
まさる

（TEL：090-5874-5080） 

事  務  局  ／  静岡市葵区追手町 9-6 県庁西館 9階 

TEL：054-252-3168 FAX：054-251-3483 
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第 50 回静岡県児童生徒木工工作コンクール 

【 趣 意 書 】 

テーマ ： 『 K.U
く

.F
ふ

.U
う

 ～木のチカラを君がカタチに～ 』 

「木のチカラ」——それは人間が古くから頼りにしてきたチカラです。 

山をはじめとする自然界で発揮する木のチカラ、伝説や信仰の象徴となるほど偉大な木の

チカラ、そして住宅や木工品、燃料など、私たちの暮らしに不可欠な材料としての木のチカラ。

その木のチカラは、近年、あらためて注目を集めています。 

現在、木材は環境問題や社会問題の解決策として世界的に活用が推進されています。木材は

世界を変える素材であり、その多様性や魅力は未来を動かすチカラとなるでしょう。 

静岡県木材青壮年団体連合会は、今回で 50 回という大きな節目を迎える静岡県児童木工

工作コンクールを開催いたします。長きにわたり当コンクールを継続できたことは、児童・生

徒たちの無限のアイデアと、生活に身近な「木」という素材があったからに他なりません。 

今年度第 50回の開催テーマは『 K.U.F.U.～木のチカラを君がカタチに～ 』です。 

このテーマには児童・生徒のみなさんが木材を使用したモノ作りを通じて、独自のアイデア

や想いを設計し、自分なりの方法で行動し、試行錯誤を繰り返しながら創意工夫を凝らした作

品を制作してほしいという願いが込められています。また、今回は作品そのものだけでなく、

制作過程での創意工夫のポイント、選んだ木材や樹種の背景やストーリーもアピールしてい

ただく予定です。その制作過程を通じて木を好きになり、家族や仲間との思い出を作り、問題

解決能力を育むなど、このコンクールをきっかけに多くのポジティブな要素が生まれること

でしょう。 

結びに、「木のチカラ」の中には鉄・石・プラスチック・コンクリートなどの素材にはない 

優れた「加工性」があります。誰でも容易に加工ができる、その「木のチカラ」を児童・生徒 

のみなさんが最も表現できる場が、全国児童・生徒木工工作コンクールです。一人でも多くの 

子どもたちが木に触れ、感受性や創造性を育み、成長を重ねながら、温もりのある社会を築い 

てくれることを願うとともに、木材業界の魅力や可能性を共に考え、木材業界の未来を担う若 

者へと成長してくれることを心から期待しています。 

令和 7年 8月 

 

＊ 主 催  静岡県木材青壮年団体連合会 

＊ 協 力  静岡科学館 る･く･る 

＊ 後 援  静岡県／静岡県教育委員会／静岡県教育研究会／ 

（予 定）    静岡市／静岡市教育委員会／静岡県森林組合連合会／ 

静岡県木材協同組合連合会／NHK 静岡放送局／ 

静岡新聞社・静岡放送／中日新聞東海本社／ 

テレビ静岡／静岡朝日テレビ／静岡第一テレビ／ 

Ｋ－ｍｉｘ／ＦＭハロー／日本木材青壮年団体連合会 

 


